
り　
ま　
す　
。　

ニ　
ジ　
マ　
ス　
の　
切　
り　
身　
を　
酢　
と　
砂　
糖　
で　
味　

付　
け　
し　
、　
鶏　
卵　
を　
加　
え　
た　
お　
か　
ら　
（　
う　
の　

花　
）　
で　
あ　
え　
て　
色　
付　
け　
し　
た　
「　
う　
の　
花　
漬　
」　

は　
、　
植　
物　
繊　
維　
が　
多　
く　
栄　
養　
バ　
ラ　
ン　
ス　
も　

優　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
着　
色　
料　
、　
保　
存　
料　
を　
使　

わ　
な　
い　
手　
づ　
く　
り　
で　
あ　
る　
こ　
と　
も　
大　
き　
な　

特　
徴　
で　
す　
。　
昨　
年　
度　
は　
、　
四　
千　
品　
目　
集　
ま　

る　
日　
本　
最　
大　
級　
の　
物　
産　
展　
「　
電　
気　
の　
ふ　
る　

さ　
と　
じ　
ま　
ん　
市　
」　
で　
大　
賞　
を　
受　
賞　
し　
ま　
し　

た　
。　優　

れ　
た　
素　
材　
を　
生　
か　
す　
努　
力　

を　
十　
年　
以　
上　
続　
け　
、　
四　
年　
前　
に　

よ　
う　
や　
く　
商　
品　
化　
し　
た　
も　
の　
で　

す　
。　
儀　
子　
さ　
ん　
自　
身　
ニ　
ジ　
マ　
ス　

独　
特　
の　
臭　
み　
が　
人　
一　
倍　
苦　
手　
な　

た　
め　
、　
何　
よ　
り　
も　
臭　
み　
を　
消　
す　

努　
力　
を　
し　
た　
も　
の　
で　
す　
。　
塩　
と　

酢　
で　
し　
め　
、　
酢　
味　
の　
お　
か　
ら　
で　

あ　
え　
て　
臭　
み　
を　
一　
掃　
し　
ま　
す　
。　

べ　
た　
つ　
か　
な　
い　
程　
度　
に　
酢　
を　
用　

い　
て　
水　
気　
を　
飛　
ば　
す　
こ　
と　
に　
苦　
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成　
功　
要　
因　
は　
、　
次　
の　
五　
つ　
で　
す　
。　

要
因
１
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
豊
か
な
水

ミ　
ネ　
ラ　
ル　
成　
分　
豊　
か　
な　
中　
央　
ア　
ル　
プ　
ス　

の　
水　
と　
い　
う　
地　
域　
資　
源　
に　
注　
目　
し　
、　
差　
別　

化　
を　
図　
る　
こ　
と　
で　
商　
品　
の　
優　
位　
性　
を　
確　
保　

し　
て　
い　
る　
こ　
と　
で　
す　
。　

要
因
2
消
費
者
の
視
線
で
の
発
想

「　
出　
荷　
し　
や　
す　
い　
も　
の　
づ　
く　
り　
」　
で　
は　

な　
く　
、　
消　
費　
者　
の　
立　
場　
に　
た　
っ　
た　
「　
食　
欲　

を　
そ　
そ　
る　
も　
の　
づ　
く　
り　
」　
が　
な　
さ　
れ　
て　
い　

る　
こ　
と　
で　
す　
。　

要
因
3  
手
づ
く
り
に
徹
し
た
生
産

質　
の　
維　
持　
を　
図　
る　
た　
め　
、　
手　
づ　
く　
り　
を　

貫　
き　
、　
固　
定　
フ　
ァ　
ン　
の　
獲　
得　
に　
結　
び　
つ　
け　

て　
い　
る　
こ　
と　
で　
す　
。　

要
因
4
顔
が
見
え
る
顧
客
対
応

物　
産　
展　
開　
催　
の　
際　
は　
、　
す　
べ　
て　
手　
書　
き　

の　
ダ　
イ　
レ　
ク　
ト　
メ　
ー　
ル　
を　
送　
り　
、　
手　
づ　
く　

り　
感　
や　
素　
朴　
さ　
を　
伝　
え　
て　
い　
る　
こ　
と　
で　
す　
。　

要
因
5
販
売
に
対
す
る
行
政
支
援

村　
の　
新　
た　
な　
特　
産　
品　
に　
し　
よ　
う　
と　
、　
行　

政　
や　
村　
の　
人　
々　
か　
ら　
各　
種　
物　
産　
展　
の　
紹　
介　

や　
出　
展　
申　
込　
等　
の　
応　
援　
を　
得　
た　
こ　
と　
で　
す　
。　

ダ　
イ　
レ　
ク　
ト　
メ　
ー　
ル　
に　
は　
、　
役　
場　
か　
ら　
提　

供　
さ　
れ　
た　
村　
の　
絵　
葉　
書　
を　
使　
用　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　

「　
昔　
で　
あ　
れ　

ば　
、　
マ　
ス　
の　
原　

産　
地　
な　
ど　
気　
に　

す　
る　
こ　
と　
も　
な　

か　
っ　
た　
の　
で　
し　

ょ　
う　
が　
、　
近　
年　
、　

食　
の　
安　
全　
性　
に　

対　
す　
る　
意　
識　
が　

非　
常　
に　
高　
ま　
っ　

て　
き　
て　
い　
ま　

す　
」　
と　
儀　
子　
さ　

ん　
が　
話　
す　
よ　
う　

に　
、　
食　
の　
安　
全　

を　
第　
一　
と　
考　
え　
、　

化　
学　
調　
味　

料　
を　
使　
わ　

ず　
、　
手　
づ　

く　
り　
に　
こ　

だ　
わ　
る　
姿　

勢　
を　
頑　
固　

に　
貫　
い　
て　

い　
ま　
す　
。　

「　
電　
気　

の　
ふ　
る　
さ　

と　
じ　
ま　
ん　

市　
」　
で　
の　

大　
賞　
受　
賞　

後　
は　
、　
全　

国　
か　
ら　
の　
注　
文　
も　
相　
次　
ぎ　
、　
事　
業　
を　
拡　
大　

す　
る　
こ　
と　
も　
可　
能　
で　
す　
が　
、　
手　
づ　
く　
り　
の　

味　
を　
提　
供　
し　
続　
け　
る　
た　
め　
、　
従　
来　
か　
ら　
の　

従　
業　
員　
四　
人　
体　
制　
を　
維　
持　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

四　
人　
で　
の　
手　
作　
業　
で　
は　
、　
年　
間　
に　
十　

の　
マ　
ス　
を　
加　
工　
す　
る　
こ　
と　
が　
限　
界　
で　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
の　
規　
模　
だ　
か　
ら　
こ　
そ　
で　
き　
る　

手　
づ　
く　
り　
の　
味　
に　
、　
固　
定　
フ　
ァ　
ン　
は　
つ　
い　

て　
き　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

よ　
そ　
の　
マ　
ス　
の　
塩　
焼　
き　
を　
孫　
に　
食　
べ　
さ　

せ　
た　
と　
き　
、　「　
い　
つ　
も　
と　
違　
う　
」　
と　
い　
っ　

て　
食　
べ　
残　
し　
て　
い　
た　
こ　
と　
を　
思　
い　
出　
し　
な　

が　
ら　
、　「　
特　
に　
子　
供　
の　
意　
見　
は　
大　
事　
に　
し　

た　
い　
」　
と　
話　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
も　
自　
分　
た　
ち　
の　
食　
事　
か　
ら　
発　

想　
す　
る　
こ　
と　
で　
、　
新　
た　
な　
マ　
ス　
の　
味　
を　
食　

卓　
に　
届　
け　
て　
く　
れ　
る　
こ　
と　
で　
し　
ょ　
う　
。　

ト
ン

長　
野　
県　
南　
西　
部　
、　
木　
曽　
路　
南　
部　
に　
位　
置　

す　
る　
大　
桑　
村　
は　
、　
山　
林　
が　
八　
三　
％　
を　
占　
め　

る　
、　
人　
口　
四　
千　
八　
百　
人　
の　
村　
で　
す　
。　
中　
央　

を　
流　
れ　
る　
木　
曽　
川　
流　
域　
に　
集　
落　
や　
耕　
地　
が　

点　
在　
す　
る　
急　
峻　
地　
で　
す　
。　
こ　
の　
不　
利　
な　
地　

理　
的　
条　
件　
を　
逆　
に　
地　
の　
利　
と　
し　
て　
い　
る　
の　

が　
田　
澤　
養　
鱒　
場　
で　
す　
。　

昭　
和　
四　
年　
、　
初　
代　
田　
澤　
重　
市　
さ　
ん　
が　
養　

鱒　
事　
業　
を　
開　
始　
、　
五　
年　
に　
及　
ぶ　
試　
行　
錯　
誤　

と　
国　
の　
指　
導　
に　
よ　
り　
、　
昭　
和　
十　
年　
頃　
か　
ら　
、　

臭　
み　
が　
少　
な　
く　
味　
も　
淡　
白　
で　
肉　
感　
の　
あ　
る　
、　

市　
場　
価　
値　
の　
高　
い　
マ　
ス　
を　
安　
定　
し　
て　
養　
殖　

で　
き　
る　
技　
術　
を　
開　
発　
し　
ま　
し　
た　
。　
自　
ら　
の　

食　
料　
の　
確　
保　
さ　
え　
困　
難　
な　
第　
二　
次　
世　
界　
大　

戦　
中　
も　
エ　
サ　
を　
与　
え　
続　
け　
、　
戦　
後　
は　
、　
全　

国　
各　
地　
の　
養　
鱒　
技　
術　
の　
指　
導　
に　
も　
情　
熱　
を　

注　
ぎ　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
指　
導　
が　
産　
業　
復　
興　
に　

貢　
献　
し　
た　
と　
認　
め　
ら　
れ　
、　
昭　
和　
三　
十　
二　
年　

に　
は　
黄　
綬　
褒　
章　
も　
受　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　

二　
代　
目　
　　
輔　
・　
儀　
子　
夫　
妻　
は　
マ　
ス　
の　
加　

工　
・　
販　
売　
事　
業　
に　
挑　
戦　
、　
現　
在　
で　
は　
、　
加　

工　
商　
品　
「　
ま　
す　
の　
う　
の　
花　
漬　
」　
が　
大　
桑　
村　

の　
新　
た　
な　
特　
産　
品　
と　
し　
て　
広　
が　
り　
つ　
つ　
あ　

長
野
県
木
曽
郡
大
桑
村

新　
た　
な　
手　
づ　
く　
り
特
産
品　
が　

固
定　
フ　
ァ　
ン　
を　
獲
得

―
高
品
種　
ニ　
ジ　
マ　
ス　
の　
養
殖　
と　
加
工　
・　
販
売
事
業
―

心　
し　
ま　
し　
た　
。　
法　
事　
で　
の　
試　
食　
会　
で　
専　
門　

家　
か　
ら　
好　
評　
を　
得　
た　
こ　
と　
が　
売　
り　
出　
す　
勇　

気　
を　
与　
え　
ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
手　
づ　
く　
り　

ゆ　
え　
手　
間　
暇　
が　
か　
か　
り　
、　
従　
業　
員　
二　
人　
を　

加　
え　
た　
四　
人　
で　
は　
、　
利　
益　
を　
上　
げ　
る　
だ　
け　

の　
量　
を　
加　
工　
す　
る　
こ　
と　
は　
困　
難　
で　
し　
た　
。　

利　
益　
を　
確　
保　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
の　
は　
、　

大　
き　
く　
成　
長　
し　
た　
マ　
ス　
で　
あ　
れ　
ば　
作　
業　
効　

率　
が　
あ　
が　
る　
こ　
と　
に　
気　
づ　
い　
て　
か　
ら　
で　
し　

た　
。　「　

ま　
す　
の　
う　
の　
花　
漬　
」　
の　
最　
大　
の　
魅　
力　

は　
マ　
ス　
自　
体　
の　
美　
味　
し　
さ　
に　
あ　
り　
ま　
す　
。　

田　
澤　
養　
鱒　
場　
は　
標　
高　
一　
八　
六　
七　

の　
糸　
瀬　

山　
の　
ふ　
も　
と　
に　
あ　
り　
、　
中　
央　
ア　
ル　
プ　
ス　
の　

水　
に　
恵　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
純　
度　
が　
高　
く　
ミ　

メ　
ー　

ト　
ル　

商品

水源近くの沢

事
業
の
成
功
要
因

創
業
と
発
展

―
困
難
な
船
出
と
不
断
の
努
力

中
山
間
地
域　
の　
不
利　
を　

メ　
リ　
ッ　
ト　
に　
変　
え　
た　
養
殖
事
業

新
商
品
の
開
発

―
独
特
の
臭
み
を
消
す

販
路
の
拡
大

―
行
政
の
支
援
で
販
路
拡
大

田澤夫妻と藤原さん

田澤養鱒場

長野県木曽郡大桑村須原78番地

昭和2年

2名（田澤夫妻と合わせて4名で操業）

名　称：

住　所：

設　立：　

従業員：　

事業概要

養鱒場

物産展

今
後
の
展
望

―
規
模
拡
大
よ
り
品
質
維
持

ネ　
ラ　
ル　
成　
分　
を　
豊　
富　
に　
含　
ん　
だ　
湧　
き　
水　
で　

育　
ま　
れ　
た　
ニ　
ジ　
マ　
ス　
は　
、　
他　
産　
地　
で　
は　
真　

似　
の　
で　
き　
な　
い　
淡　
白　
な　
味　
に　
育　
ち　
ま　
す　
。　

地　
元　
の　
「　
道　
の　
駅　
」　
か　
ら　
販　
売　
を　
始　
め　

た　
当　
初　
は　
、　
ほ　
と　
ん　
ど　
売　
れ　
ま　
せ　
ん　
で　
し　

た　
。　
酢　
漬　
で　
は　
、　
臭　
み　
が　
取　
り　
き　
れ　
て　
い　

な　
い　
と　
消　
費　
者　
に　
敬　
遠　
さ　
れ　
た　
た　
め　
と　
考　

え　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
時　
期　
に　
粘　
り　
強　
く　
支　
援　
し　
た　
の　
が　

商　
工　
観　
光　
係　
長　
の　
藤　
原　
寿　
広　
さ　
ん　
を　
は　
じ　

め　
と　
し　
た　
役　
場　
の　
方　
々　
で　
す　
。　
地　
産　
地　
消　

を　
狙　
い　
と　
し　
た　
、　
村　
内　
有　
線　
放　
送　
に　
よ　
る　

Ｐ　
Ｒ　
や　
各　
種　
物　
産　
展　
へ　
の　
出　
品　
な　
ど　
、　
生　

産　
者　
だ　
け　
で　
は　
手　
が　
届　
か　
な　
い　
販　
売　
活　
動　

の　
支　
援　
が　
な　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
転　
機　
が　
訪　
れ　

た　
の　
は　
こ　
の　
と　
き　
で　
す　
。　
村　
の　
支　
援　
に　
よ　

り　
、　
長　
野　
県　
地　
域　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
に　
「　
う　
の　

花　
漬　
」　
を　
出　
品　
し　
た　
際　
、　
大　
好　
評　
を　
得　
、　

Ｎ　
Ｈ　
Ｋ　
出　
版　
の　
雑　
誌　
『　
男　
の　
食　
彩　
』　
連　
載　

記　
事　
の　
「　
全　
国　
う　
ま　
い　
も　
の　
名　
鑑　
」　
で　
取　

り　
上　
げ　
ら　
れ　
た　
の　
で　
す　
。　

今　
で　
は　
五　
十　
人　
以　
上　
の　
固　
定　
フ　
ァ　
ン　
を　

獲　
得　
し　
、　
安　
定　
し　
た　
売　
上　
（　
年　
商　
約　
千　
二　

百　
万　
円　
）　
に　
結　
び　
つ　
い　
て　
い　
ま　
す　
。　

た
ざ
わ
よ
う
そ
ん
じ
ょ
う

し
げ
い
ち

れ
い
す
け

の
り
こ
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小泉内閣総理大臣と平沼経済産業大臣を中央に記念撮影。黄色いリボンの方々が受賞者。前列左から清水ご夫妻、田嶋ご夫妻。

第　
二　
十　
一　
回　
電　
源　
立　
地　
促　
進　
功　
労　
者　
表　

彰　
が　
、　
一　
月　
八　
日　
、　
内　
閣　
総　
理　
大　
臣　
官　
邸　

で　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
表　
彰　
制　
度　
は　
昭　

和　
五　
十　
六　
年　
に　
設　
け　
ら　
れ　
、　
電　
源　
立　
地　
に　

特　
に　
功　
労　
が　
あ　
っ　
た　
地　
方　
公　
共　
団　
体　
の　
長　

な　
ど　
を　
、　
内　
閣　
総　
理　
大　
臣　
お　
よ　
び　
経　
済　
産　

業　
大　
臣　
が　
表　
彰　
す　
る　
も　
の　
で　
す　
。　

平　
沼　
赳　
夫　
経　
済　
産　
業　
大　
臣　
は　
冒　
頭　
の　
式　

辞　
で　
、　
①　
わ　
が　
国　
の　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
政　
策　
の　

基　
本　
目　
標　
は　
、　
環　
境　
保　
全　
や　
効　
率　
化　
の　
要　

請　
に　
対　
応　
し　
つ　
つ　
、　
安　
定　
的　
な　
供　
給　
を　
確　

保　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
に　
あ　
り　
、　
こ　
れ　
を　
実　
現　

す　
る　
た　
め　
に　
は　
、　
省　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
対　
策　
へ　

の　
一　
層　
の　
取　
り　
組　
み　
、　
新　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
導　

入　
へ　
の　
積　
極　
的　
な　
取　
り　
組　
み　
と　
同　
時　
に　
、　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
電　
源　
特　
性　
を　
踏　
ま　
え　
、　
最　
適　

な　
構　
成　
を　
目　
指　
し　
た　
電　
源　
立　
地　
を　
着　
実　
に　

推　
進　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
が　
必　
要　
不　
可　
欠　
で　
あ　

る　
こ　
と　
、　
②　
原　
子　
力　
発　
電　
に　
対　
す　
る　
国　
民　

の　
信　
頼　
を　
大　
き　
く　
損　
な　
う　
事　
件　
に　
対　
し　
、　

事　
実　
の　
徹　
底　
的　
な　
解　
明　
と　
情　
報　
提　
供　
に　
努　

め　
る　
と　
と　
も　
に　
、　
抜　
本　
的　
な　
再　
発　
防　
止　
策　

を　
構　
築　
し　
て　
原　
子　
力　
へ　
の　
信　
頼　
回　
復　
に　
全　

力　
を　
傾　
注　
す　
る　
こ　
と　
を　
述　
べ　
ま　
し　
た　
。　

小　
泉　
内　
閣　
総　
理　
大　
臣　
は　
、　
①　
エ　
ネ　
ル　
ギ　

ー　
は　
現　
代　
の　
経　
済　
社　
会　
を　
支　
え　
る　
大　
切　
な　

基　
盤　
の　
一　
つ　
で　
あ　
り　
、　
安　
定　
的　
な　
電　
力　
供　

給　
を　
確　
保　
し　
て　
い　
か　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　

こ　
と　
、　
②　
原　
子　
力　
発　
電　
所　
に　
関　
す　
る　
事　
件　

は　
大　
変　
残　
念　
な　
こ　
と　
で　
は　
あ　
る　
が　
、　
原　
子　

力　
発　
電　
を　
含　
む　
電　
源　
立　
地　
の　
必　
要　
性　
は　
変　

わ　
ら　
ず　
、　
再　
発　
防　
止　
に　
努　
め　
、　
国　
民　
の　
信　

頼　
回　
復　
に　
全　
力　
を　
尽　
く　
す　
こ　
と　
を　
述　
べ　
る　

と　
と　
も　
に　
、　
卓　
越　
し　
た　
指　
導　
力　
を　
も　
っ　
て　
、　

地　
域　
生　
活　
と　
調　
和　
の　
と　
れ　
た　
電　
源　
立　
地　
に　

尽　
力　
し　
た　
二　
人　
の　
方　
々　
に　
敬　
意　
を　
表　
す　
る　
、　

と　
の　
挨　
拶　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
表　
彰　
式　
終　
了　

後　
に　
は　
、　
表　
彰　
受　
賞　
者　
の　
家　
族　
を　
交　
え　
て　

の　
記　
念　
撮　
影　
が　
行　
な　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

平成14年度の
表彰受賞者

内閣総理大臣表彰受賞者　 該当者なし

経済産業大臣表彰受賞者 （２人）

◎前茨城県ひたちなか市長 清水 （しみず のぼる）さん　※東京電力㈱常陸那珂火力発電所

◎熊本県苓北町長 田嶋 章二（たじましょうじ）さん　※九州電力㈱苓北火力発電所

平
成
14
年
度

電
源
立
地
促
進
功
労
者
表
彰

25

電　
源　
地　
域　
の　
特　
産　
品　
や　
郷　
土　
芸　
能　
を　
一　

堂　
に　
集　
め　
、　
首　
都　
圏　
の　
人　
々　
に　
広　
く　
紹　
介　

し　
、　
特　
産　
品　
の　
販　
路　
や　
交　
流　
人　
口　
の　
拡　
大　

を　
図　
り　
産　
業　
振　
興　
を　
支　
援　
す　
る　
こ　
と　
を　
目　

的　
と　
し　
て　
、　
第　
十　
三　
回　
「　
電　
気　
の　
ふ　
る　
さ　

と　
じ　
ま　
ん　
市　
」　
が　（　
財　
）　電　
源　
地　
域　
振　
興　
セ　

ン　
タ　
ー　
の　
主　
催　
に　
よ　
り　
、　
十　
一　
月　
二　
十　
二　

日　（　
金　
）　か　
ら　
二　
十　
四　
日　（　
日　
）　ま　
で　
千　
葉　
県　

の　
幕　
張　
メ　
ッ　
セ　
で　
開　
催　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

三　
日　
間　
で　
十　
四　
万　
人　
を　
超　
え　
る　
来　
場　
者　

で　
に　
ぎ　
わ　
っ　
た　
今　
回　
は　
、　
過　
去　
最　
高　
の　
二　

百　
二　
十　
八　
市　
町　
村　
が　
出　
展　
し　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
最　
終　
日　
に　
は　
「　
じ　
ま　
ん　
市　
大　
賞　
」　

が　
決　
定　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
今　
回　
は　
、　
四　
十　
六　

産　
品　
の　
エ　
ン　
ト　
リ　
ー　
が　
あ　
り　
、　
北　
海　
道　
伊　

達　
市　
の　
「　
カ　
ル　
ヴ　
ァ　
ウ　
ォ　
ッ　
シ　
ュ　
チ　
ー　
ズ　
」　

が　
大　
賞　
に　
選　
ば　
れ　
、　
表　
彰　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

一　
月　
二　
十　
九　
日　（　
水　
）　か　
ら　
三　
十　
一　
日　（　
金　
）　

ま　
で　
、　
沖　
縄　
県　
金　
武　
町　
で　
、　「　
2  
0  
0  
2  

年　
度　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
プ　
ラ　
ザ　
沖　
縄　
・　
金　
武　

町　
」　
が　
開　
催　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
電　
源　
地　
域　
の　
関　

係　
者　
が　
一　
堂　
に　
会　
す　
る　
年　
に　
一　
度　
の　
大　
イ　

ベ　
ン　
ト　
で　
す　
。　

■
主
催
　
金
武
町
／

財

電
源
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー

■
後
援
　
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
／
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
／
沖
縄

県 2
0
0
2
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ

沖
縄
県
金
武
町
で

１
月
29
日
〜
開
催

平　
成　
十　
五　
年　
二　
月　
十　
四　
日　（　
金　
）　か　
ら　
十　

八　
日　（　
火　
）　の　
五　
日　
間　
、　
仙　
台　
市　
の　
藤　
崎　
本　

館　
七　
階　
催　
事　
場　
で　
、　
電　
源　
地　
域　
振　
興　
セ　
ン　

タ　
ー　
主　
催　
で　
「　
電　
気　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
じ　
ま　
ん　

市　

仙　
台　
」　
を　
開　
催　
し　
ま　
す　
。　
入　
場　
無　
料　

で　
す　
。　

こ　
の　
物　
産　
展　
は　
、　
電　
源　
地　
域　
の　
特　
産　
品　

を　
販　
売　
・　
ア　
ピ　
ー　
ル　
す　
る　
こ　
と　
を　
目　
的　
に　

毎　
年　
一　
度　
、　
各　
地　
の　
主　
要　
都　
市　
を　
選　
定　
し　

て　
開　
催　
し　
て　
い　
る　
も　

の　
で　
、　
今　
回　
が　
十　
回　

目　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
北　

海　
道　
か　
ら　
沖　
縄　
ま　
で　

の　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
電　
源　

地　
域　
市　
町　
村　
が　
出　
展　

を　
予　
定　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

皆　
様　
の　
お　
越　
し　
を　
お　

待　
ち　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

仙台で
「電気のふるさとじまん市 仙台」

を開催します

電
気　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
じ　
ま　
ん　
市

過
去
最
高　
の　
出
展
数　
に
沸　
く　

幕
張　
メ　
ッ　
セ　
で　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
交
流

お問い合わせ

●（財）電源地域振興センター

産業育成部　販売支援課

TEL.03-5562-9810

E-Mail hansoku@div.dengen.or.jp

昨
年
度
は
福
岡
県
福
岡
市
で
開
催

じまん市大賞表彰式と、大賞の「カルヴァウォッシュチーズ」

来場者で賑わう会場風景


